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研究成果の概要（和文）： 

途上国の開発を政治視点から研究するメンバーを集め（全員が博士号を持つ）、本を出し、学会

報告を重ね、研究分野としての開発政治学を開発経済学や開発社会学と並ぶ存在にすることが、

この科研の目標であった。1 年目に『開発政治学入門』を勁草書房から出版し、途上国の開発

を政治学的に分析する視角の集大成を行い、3 年目に『開発政治学の展開』をまとめてそれぞ

れの視点を深めた（勁草書房刊行確定）。また英語の本も出し、国際共同研究の基礎をつくった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The target of this research project was to set the development politics in international 

development studies side by side with development economics and development sociology. 

We gathered political scientists who have PhD in developing country studies and published 

two books on development politics in 2011 and 2013 and deployed the comprehensive 

analysis on the importance of political viewpoint for the development. 
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2012 年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

総 計 11,900,000 3,570,000 15,470,000 
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１．研究開始当初の背景 

 

 途上国の開発を妨げる主要原因はガバナ
ンス、すなわち政府のあり方（統治と共治と
いう使い方があるが、統治を軸とする）であ
るという認識は、日本を除き、国際的にはコ
ンセンサスになっているといってよい。本研
究プロジェクト代表の木村は、大坪滋・木村
宏恒・伊東早苗編著『国際開発学入門：開発
学の学際的構築』（2009 年、勁草書房）にお
いて、開発は、経済開発と社会開発と法政開

発の 3 本柱からなるという議論を展開した。
ところが法政開発ないし公共政策、議会政治、
ガバナンス支援援助を含む開発政治学のま
とまった本は、日本だけでなく外国において
も弱い。これでは開発経済学、開発社会学と
並ぶべき開発政治学に対する一般の理解が
及ばないのも無理はない。そこで木村は、途
上国分析をしてきた政治学者を集めて（ガバ
ナンス研究の経済学者が一人）、「開発政治
学」構築のための出版プロジェクトを立ち上
げた。 
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２．研究の目的 

 政治、経済、社会、人材開発などが絡まり
あっている途上国の開発を扱う学際的研究
分野である国際開発学の中で、何十冊と出て
いる開発経済学と並び、開発政治学が１つの
サブ学問分野として認知されるよう、開発に
おける政府の役割や市民社会の重要性を探
求し、出版とグループ学会報告を重ねること
を目的とした。 

 

３．研究の方法 

 ５大学の研究者と JICA（日本国際協力機
構）の総合研究所を経験した職員を集め、途
上国政府の目標が開発国家の建設と民主化
であること、その促進のための開発援助のあ
り方の３つを焦点として、毎年２回の合宿研
究会を行い、議論の擦り合わせを重ねた。そ
の一環として、毎年、途上国での現場調査を
行い、現場調査とかみ合わせる努力を行った。 
 途上国の開発の三本柱として、従来の経済
開発、社会開発に加えて法政開発を提起し、
法政インフラ整備（法整備、民主化、選挙と
政党制、民族問題を含む政治安定、官僚制と
その能力構築、経済成長支援体制、地方分権、
反汚職対策など）の構成を整理し、国際機関
や先進国による開発援助との関連を明らか
にしていった。 
 開発国家建設については、日本の既存研究
では、東アジア（韓国、台湾、シンガポール）
の権威主義体制下で成功したとされる「開発
主義国家」に焦点を絞ってきたため、途上国
一般への適用指向や理論化は非常に弱かっ
た。われわれは「開発主義国家」の「主義」
を削除して、ガルブレイスの言う「新しい産
業国家」と同程度の意味で使っていくことと
し、途上国一般における「開発国家」建設の
理論が必要なのであるという議論を展開し
た。 

 民主化については、単なる選挙過程ではな
く、もっと深いところで、(1)多民族社会を 1

つの国家枠に入れて選挙戦に集約する国民統
合システム、(2)軍の撤退の程度、(3)大統領な
どに個人的忠誠を尽くす人治を基礎とした新
家産官僚制に対して、公共政策を推進する目
的に焦点を合わせた近代的官僚制構築、(4)市
民社会構築とその鍵となる自由なメディアお
よび NGO（結社民主主義）、(5)私的利益追求
型の政党から公党への脱皮、をセットとして
描く視点を提起した。 

 また、48 の最貧国（途上国の約 1/3）を中
心に「失敗した開発国家」のほとんどが国内
紛争を抱えていることを踏まえて展開され
てきた平和構築、民主化支援、人間の安全保
障を整理し、その論点と今後の展望を提起し
た。 
 

４．研究成果 
 
 木村宏恒・近藤久洋・金丸裕志編著『開発
政治学入門』（14 章構成）と同『開発政治学
の展開』（11 章構成。ともに勁草書房）の２
冊の日本語の本にまとめるとともに、Kimura 
Hirotsune, Suharko, Aser B. Javier, Ake 
Tangsupvattana eds., Limits of Good 
Governance in Developing Countries, 2011, 
Gadjah Mada University Press を、インドネ
シアの学術交流校（木村宏恒が名古屋大学側
の責任者）から 15 人の執筆で出版すること
ができ（外国人研究者 13 人）、国際共同研究
の基盤整備ができた。3 年の研究期間中に３
冊の本を出版できたことは、「開発政治学」
の学問的認知の目的に照らして最大の成果
である。（『開発政治学の展開』は 2013 年６
−7 月出版確定）。研究チームとしての合同研
究発表会も、国際開発学会において、2010 年、
2012 年と２回おこなった。個々のチームメン
バーは他の学会でも報告した。 
 日本ではガバナンスを政府と市民社会と
の共治を中心に理解する議論も多いが、われ
われはガバナンスをその本来の意味、すなわ
ち「政府が経済と社会の舵を取る（steer）」
の意味で使用し、途上国の開発における政治
と政府の役割（良き統治）を中心に議論した。
政府の役割は、国防治安秩序、経済成長支援、
社会開発の３つの分野で責任を持つことで
あり、それを押し進めるのが官僚制（行政機
構）と公共政策である。今日の開発戦略は
2000 年の国連決議「ミレニアム開発目標
(MDGs)」で動いているが、その目標を達成す
るためにはまず政府がしっかりして行政機
構の能力構築と公共政策を進め、その結果と
して経済成長があり、その結果として MDGs
の社会開発目標（貧困削減、小学校全入、乳
幼児死亡率 1/3 化など）の達成が期待できる
という議論を展開した。 
 また、よく言われる途上国の民主化は、選
挙→議会→政策決定で理解するのではなく、
民族問題に対応した政治安定システム、国内
紛争を選挙と政党対立に平和裏に流し込む
政党政治の制度化を重視した。民衆により近
い政府ということで民主化の柱のように言
われる地方分権は、途上国ではあまり機能せ
ず、机上のイデオロギーに終わっていると議
論した。 
 全体として、これからの途上国の開発戦略
を考える場合、政府がしっかりするという意
味でのガバナンス抜きには開発は進まない
こと、そのためには「内政不干渉原則」に留
まっていては援助が実効性を上げないこと
を問題提起した。 
 これらの研究成果はすでにあちこちで引
用されている。今後は研究チームを大きくし
て、国際共同研究チームに結びつけていくこ



 

 

とを企画している。そのための基盤整備は、
英語の本の出版で、名古屋大学大学院国際開
発研究科の学術交流校であるフィリピン大
学ロスバニョス校、インドネシアのガジャマ
ダ大学、タイのチュラロンコン大学の開発政
治学の教員による共同編集という形をつく
り、研究科が輩出した政治関係博士号取得者
や、研究科が進めてきた国際共同研究ネット
ワークを中心に、既に実績ができたと認識し
ている。 
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